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研究成果の概要（和文）：200 字 

コミュニケーションにおいて表情は情動の伝達手段として重要な役割を持つ。そこで本研究で
は，表情を利用してコミュニケーション能力を測定する方法を開発した。表情カテゴリー判断
実験では，コミュニケーション能力と性格との間で関連が見られ，また表情の物理的特徴と表
情のカテゴリー判断の難しさの間でも関連が見られた。さらに，集団式表情認知テストを利用
することで，各表情のカテゴリー判断の難しさの違いを明らかにすることができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

A facial expression has a significant role in emotional communications. We developed new 

methods of measuring the communication ability using facial recognition. The categorical 

judgment experiment showed the correlations between the communication ability and 

personality traits, and the relationship between facial features and the difficulty of the 

judgments. Furthermore, the facial recognition test administered to groups found that the 

difficulty of the judgments differed with facial expressions. 
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１．研究開始当初の背景 

表情認識には大きく社会的認知能力
（Saani, 1990; Mayer & Salovey, 1997）と
感情理解能力（Matsumoto et al., 2000）と
いう二つの日常的コミュニケーション能力
が関わっているとされ，それらと個人の性格
特性や行動傾向との関連が論じられている。
上記二つの概念を基にした先行研究から，表

情の識別感度を感情理解や社会的認知に関
連する日常的コミュニケーション能力とし
て捉えることが可能である。これまでの研究
においては表情を直接測定の媒体としてい
るものは少なく，表情を測定媒体としている
ものについても，現在までは表情認識課題の
結果と性格との関連を示すだけにとどまっ
ていた（Matsumoto, et al., 2000）。齊藤・中
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村(2005), Saito & Nakamura(2006)から図 1

に示すようなモデルによって，これらの能力
テストを開発する意義について明確な説明
を与えることが可能である。すなわち，個人
差は表情認識における感情機構の側面を反
映するものであるため，それを測定すること
は，表情を媒体とした感情機構に関わる能力
を測定することと定義できる。 

表情認識に必要な能力を日常的コミュニ
ケーション能力の一つとみなせるならば，実
験で用いる課題を応用し，日常的コミュニケ
ーション能力を測定することが可能である。
そこで，本研究では実験手法と項目反応理論
を組み合わせ，表情とそれに影響を与える性 

 

格特性に関するより詳細な検討を行い，認知
者のコミュニケーション能力にかかわる要
因の特定と，表情を媒体としたコミュニケー
ション能力の測定法を確立させていく。また
さらに，実験的な方法の知見をもとに，紙媒
体を利用した集団式テストの開発を行う。 

 

２．研究の目的 

 表情認知には大きく社会的認知能力と感
情理解能力という二つの日常的コミュニケ
ーション能力が関わっているとされ，表情認
知に必要な能力を日常的コミュニケーショ
ン能力の一つとみなせるならば，実験で用い
る課題を応用し，日常的コミュニケーション
能力を測定することが可能である。 

 そこで本研究では，実験的手法と能力測定
に利用される項目反応理論を組み合わせ，表
情認知とそれに影響を与える性格特性に関
するより詳細な検討を行い，認知者のコミュ
ニケーション能力にかかわる要因の特定と，
表情を媒体としたコミュニケーション能力
の測定法の確立を目指す。 

（１）研究１：表情カテゴリー判断課題を
用いた表情認知能力の測定 
 これまでの研究では，対象とする表情が
ネガティブ表情（怒り）に限定されており，
また指標とする認知者の性格特性も性格 5
因子のみであった。性格 5因子は，コミュ
ニケーションや感情処理以外の認知特性も
含めた包括的な性格概念であるため，表情
認識の関連はコミュニケーションに関わる
より狭義の性格特性（たとえば共感性など）
によって説明されうる可能性がある。そこ
で，すべての基本表情を対象とした検討を
行い，実験結果と複数の性格との相関を分
析することによって，コミュニケーション
に特定的に関わる認知者の性格特性の解明
を行う。 
（２）研究２：認知者の基本表情認識に影響
を与える顔の物理的特徴 

 項目反応理論では，個人のある項目（刺激）
に対する反応（回答）をもとに，その個人の
能力を示す「特性値」に加え，「困難度（難
しさ）」と「識別力（精度）」という項目の特
徴を示す二つの指標を得ることが出来る。そ
のため，これら二つの指標が表情画像のどの
ような物理的特徴と関連しているのかを回
帰的に予測することで，我々の表情認識時の
顔の物理的特徴に対する重み付け処理を数
量的に説明できる。今後の研究計画において
も，カテゴリー判断実験結果によって得られ
る表情刺激の物理的特徴から基本 7表情にお
ける人間の表情認識の特徴を数量化する。 

（３）研究３：集団式表情認知能力テストの
開発 

 研究１の方法を応用すれば，実験的な枠組
みでの表情認知能力テストの開発は可能で
あるが，個人ごとの実施となり大規模なデー
タ収集は困難である。能力測定においては項
目(刺激)の特徴を捉えるために，大規模なデ
ータを収集する方が望ましい。また，実用面
からも紙媒体を利用した集団式のテストの
開発が望まれる。そこで本研究では，表情写
真を紙媒体に刺激として配置したテストを
開発する。 

 

３．研究の方法 

（１）研究１ 
実験参加者 34名。 
刺激：様々な強度の表情写真（縦約 170ピク
セル，横約 130ピクセル，図 2参照）を縦 1024
×横 1280ピクセルの画面の中央に配置する。
刺激数は７種類計 173枚（喜び，真顔，怒り，
恐れ，悲しみ，驚き，嫌悪）。これらを 2ブロ
ック（各ブロック 90試行）に分けて用意す
る。各表情刺激は，刺激作成時の表出者の‘そ
のカテゴリーを表出している’という主観的
判断を基準として各カテゴリーに分類する。 



 

 

手続き：2ブロックのカテゴリー判断課題を
実施する。参加者は画面から約 60cm離れた
位置からディスプレイを注視する。始めに画
面中央に凝視点（＋）が現れ，マスク刺激
（100mec）の後に顔刺激が 80msec呈示され
る。顔刺激は再び 100msecのマスクで隠され，
直後に「怒り」「喜び」「真顔」「嫌悪」「恐れ」
「悲しみ」「驚き」「分からない」）の７つの
選択肢を呈示する。参加者は，呈示された顔
がこれら７つの選択肢のうちのどれであっ
たかをできるだけ正確に判断する。2ブロッ
クの実施順序と選択肢の呈示順序は参加者
ごとにランダムに入れ替える。また実験後，
新性格検査（120項目），Big Five尺度（60
項目），EQS（情動知能）（65項目）を実施し
た。 
（２）研究２ 
実験参加者：75名。 
手続き：表情カテゴリー判断実験では，研究
１で用いた表情写真 5種類（喜び，真顔，怒
り，恐れ，悲しみ）を 80msec提示し，表情
カテゴリーの判断を求めた実験によって得
られた表情判断の正誤データを用い，喜び，
怒り，恐れ，悲しみ表情ごとに項目反応理論
によって項目パラメーター（困難度・識別力）
を求める。また，上記の刺激に関して FUTON
システムを利用して物理的特徴を測定し，主
成分分析によって表情ごとの物理的な特徴
に関する成分を抽出する。 
（３）研究３ 
調査協力者：大学生 100名。 
刺激：表情刺激として喜び，怒り，悲しみ，
驚きの 4表情を取り上げ，これら表情と真顔
との間で該当する表情の合成率が 10%から
100%までの 10段階のモーフィング画像を作
成した。表情表出者は男女それぞれ 2名ずつ
とし，4表情×10段階×4名の 160刺激をテ
スト項目として利用する。 
手続き：図 3にあるように印刷された表情写
真の下に怒り，喜び，真顔，悲しみ，驚きの
5つの選択肢を用意する。調査協力者は，上
記の写真がこれら 5つの選択肢のうちのどの
表情かを判断する。 
 
４．研究成果 
（１）研究１ 
実験によって得られた表情判断の正誤デ

ータを用い，怒り，恐れ，悲しみ，驚き，嫌

悪の表情ごとに項目反応理論によってコミ
ュニケーション能力を測定した。項目反応モ
デルに適合して能力の推定に利用された刺
激は怒り 64 枚，恐れ 28 枚，悲しみ 27 枚，
驚き 27枚，嫌悪 6枚であった。 
 上記の実験と質問紙のデータをもとにコ
ミュニケーション能力と性格特性との相関
係数を求めた。主な結果として，恐れに関し
ては新性格検査の共感性(.376)並びに進取
性(.427)，Big Fiveの開放性(.352)，EQSの
配慮(.352)と有意な正の相関が，嫌悪に関し
ては新性格検査の神経質(.375)，Big Fiveの
情緒不安定性(.381)と有意な正の相関が得
られた。 
 今回の実験の結果，恐れや嫌悪において特
定の性格特性との関連が明らかとなった。し
かしながら，先行研究で性格特性との関連が
明らかとなった怒りに関しては今回関連が
見られなかった。今後実験協力者を増やし，
認知者のコミュニケーション能力にかかわ
る要因について詳細な検討が必要である。 
研究（２） 
項目反応モデルに適合した刺激は喜び 26

枚，怒り 64 枚，恐れ 28 枚，悲しみ 25 枚で
あった。 
顔の物理的特徴に関して主成分分析を行

ったところ，喜びでは目の面積，口の面積，
目と口の間の距離に基づいた上下部分の顕
著さの成分が見いだされ，怒りでは，顔の内
部面積，目と眉の外側の距離，眉間の距離に
基づいた顔の凝集性成分と喜びと同様の顔
上下部分の顕著さ成分が見いだされた。さら
に，恐れと悲しみについては，双方とも顔の
凝集性に関する成分が見いだされた。 
表情の物理的特徴の成分を説明変数に，識

別力と困難度を基準変数として重回帰分析
を行った。その結果，喜びについては，顔の
上部・下部の顕著さが困難度に関連した
（=0.515*, R2=0.512*）。怒りについては顔
の凝集性が困難度と関連し（ =0.595*, 

R2=0.432*），顔の上部・下部の顕著さが識別
力に関連した（=-0.578*, R2=0.350*）。恐れ
については表情の物理的特徴と困難度なら
びに識別力との関連は見出されなかった。悲
しみについては顔の凝集性が困難度と関連
していた（=-0.557*, R2=0.369*）。 
 今後，実験参加者数を増やし，また驚き，
嫌悪も含めて表情の物理的特徴と困難度と
識別力との関連について詳細な検討が必要
である。 
（３）研究３ 
 2 パラメーターロジスティックモデルで分
析し，項目パラメーターの推定精度の高い 71

図 3 表情認知検査項目例 



 

 

刺激を利用して表情認知テストを構成する
ことにした。図 4に示したようにテスト情報
曲線を算出したところ，平均的な能力値であ
る 0よりも低い値で情報量のピークがきてお
り，今回のテストは全体的に表情認知能力の
低い受検者の能力の測定において精度が高
いことが分かった。 
また，図 5に示すように表情ごとのテスト

特性曲線を求めたところ，困難度から驚きが

全体的に表情の認知が簡単で，喜び，悲しみ，
怒りの順にしたがって表情の認知が難しく
なることが分かった。識別力については，表
情ごとに大きな違いはないが，怒り刺激の識
別力の平均が 0.54と最も高く，それ以外の
表情は 0.47付近でほぼ同じ値であった。今
回，4つの表情をまとめて 1次元の表情認知
能力テストを作成したことによって共通の
ものさしが作成されたことになり，表情ごと
の特性の違いを議論することが可能となっ
た。 
 今後，調査協力者数や調査対象者の年齢層
を広げ，特異項目機能を利用して世代間の表
情認知能力の違いを明らかにすることも必
要である。 
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